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都道府県名 市町村名 作成年度

大分県 大分市 平成２８年度

振興山村名 旧野津原町（今市村）

指定番号 第１２１８号

Ⅰ 地域の概況

１．自然的条件

（１）地理、地勢

野津原地域

振興山村エリア

本市は、九州の東端、東九州軸の北部、瀬戸内海の
西端に位置し、大分県の扇状県域の要に当たり、南は
臼杵市及び豊後大野市、西は別府市、由布市及び竹田
市に接し、市域面積は５０２．３９km２と九州でも有数の広
い市域を有しています。
また、高崎山をはじめ鎧ヶ岳（標高８５９m）、樅木山
（標高４８４m）などの山々が連なり、市域の約半分を
森林が占めるなど、豊かな緑に恵まれており、これら
の山々を縫うように一級河川である大野川、大分川が
南北に貫流しながら別府湾に注いでいます。さらに、
海岸部においては、北部沿岸海域は水深が深く、東部
沿岸は豊予海峡に面したリアス式海岸で天然の良港と
なっています。
このような本市の中にあって振興山村に指定されて
いる今市地区は、市の南西部に位置し、南は豊後大野
市、西は竹田市の２市に接しており、市の中心から地
域のほぼ中央にある石合原までは約２９kmの距離にあ
ります。
今市地区の中央部を大分川の支流である一級河川の七瀬川が西から東に流れ、それに並行し
て国道４４２号が通っています。この七瀬川と国道４４２号を境に、北は高原地帯で畑地を形成し、
その中央を県道久住高原野津原線が通っています。北部に県営の芹川ダムがあり、灌漑用水と
して利用され、また、七瀬川では新たに洪水調整と大分市民の飲料水の確保を目的に大分川ダ
ム（ななせダム）が建設されています。さらに、南は山岳地帯となっており、鎧ヶ岳を中心に
重畳とした山々が連なっています。
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いまいち いさ い い さいばる いっぽんくぬぎ いまいちまち かみいさ い しろ か すり ねり が さこ やまなか

今市地区は、今市（石合、石合原、一本櫟、今市町、上石合、白家、摺、練ヶ迫、山中）、
に お き きね が はる に お の たかはら たかそう お はら

荷尾杵（杵ヶ原、荷小野）、高原（高沢、小原）の１３自治区から構成されており、今市地区の
面積は、３９．４４km２（２０１５世界農林業センサス）と、大分市の７．９％、旧野津原町（以下、「野
津原地区」という。）の４３．４％を占めています。そのうち、森林が８１．５％と大部分を占め、耕
地は、２．４％と少なくなっています。

（２）気候
本市は、瀬戸内海式気候特有の温暖な気候の恩恵にも与り、平均気温は１６℃程度、年間降水
量は約１，６００mmで、積雪もほとんどない地域となっています。
しかし、今市地区は鎧ヶ岳、障子岳、御座ヶ岳等の６００～８００m級の山々が連なり、内陸部
への入り口に当たるため内陸性気候に属しており、平地より気温が若干低く、冬には積雪も見
られます。
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年度 人口総数
野津原地区

０～１４歳 １５～２９歳 ３０～４４歳 ４５～６４歳 ６５歳以上

平成１７年 ４，６５５ ４２９
９．２％

６４４
１３．８％

５５９
１２．０％

１，３６６
２９．３％

１，６５７
３５．６％

平成２２年 ４，３４４ ３９１
９．０％

４６９
１０．８％

５３６
１２．３％

１，２７３
２９．３％

１，６７５
３８．６％

平成２７年 ３，９８５ ３５０
８．８％

３６７
９．２％

４８０
１２．０％

１，０１１
２５．４％

１，７５８
４４．１％

年度 人口総数
市全体

０～１４歳 １５～２９歳 ３０～４４歳 ４５～６４歳 ６５歳以上

平成１７年 ４６２，３１７ ６８，８７８
１４．９％

８４，０６４
１８．２％

９４，１８５
２０．４％

１３２，５７１
２８．７％

８１，４７９
１７．６％

平成２２年 ４７４，０９４ ６７，９９７
１４．３％

７６，１２８
１６．１％

９９，２４８
２０．９％

１３０，９０３
２７．６％

９５，８４３
２０．２％

平成２７年 ４７８，１４６ ６６，１１６
１３．８％

６９，８５６
１４．６％

９７，６３２
２０．４％

１２１，７３６
２５．５％

１１６，３５４
２４．３％

年度 人口総数
今市地区

０～１４歳 １５～２９歳 ３０～４４歳 ４５～６４歳 ６５歳以上

平成１７年 ６０６ ３０
５．０％

５６
９．２％

４４
７．３％

１９０
３１．４％

２８６
４７．２％

平成２２年 ５３３ ２１
３．９％

４２
７．９％

３９
７．３％

１６５
３１．０％

２６６
４９．９％

平成２７年 ４３９ １３
３．０％

２８
６．４％

３１
７．１％

１１９
２７．１％

２４７
５６．３％

（単位：人）

出典：国勢調査（総数には年齢不詳も含まれるため、各年齢区分の合計と一致しない）

２．社会的及び経済的条件

（１）人口の動向
今市地区の人口は、平成１７年には６０６人でしたが、平成２７年には４３９人となっており、この１０
年間でみると、人口減少率は２７．６％と今市地区を含む野津原地区の１４．４％を上回ります。ま
た、６５歳以上の高齢化率も５６．３％と野津原地区の４４．１％、市全体の２４．３％を上回り、特に０～
１４歳の減少率が５６．７％と突出しているなど、人口減少と少子高齢化の進行が顕著になっていま
す。

年齢階層別人口の動向
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年度
今市地区

全体 第１次産業 第２次産業 第３次産業

平成１２年 ４１８ １７７
４２．３％

７５
１７．９％

１６６
３９．７％

平成１７年 ３６３ １７２
４７．４％

５８
１６．０％

１３３
３６．６％

平成２２年 ２６２ ９１
３４．７％

３３
１２．６％

１１８
４５．０％

年度
野津原地区

全体 第１次産業 第２次産業 第３次産業

平成１２年 ２，４７６ ４７１
１９．０％

６０９
２４．６％

１，３９２
５６．２％

平成１７年 ２，３４０ ４８８
２０．９％

４７４
２０．３％

１，３５８
５８．０％

平成２２年 １，８９４ ２５１
１３．３％

３８６
２０．４％

１，１４５
６０．５％

年度
市全体

全体 第１次産業 第２次産業 第３次産業

※平成１２年 ２１５，５２２ ５，１８６
２．４％

５５，３２８
２５．７％

１５２，０１６
７０．５％

平成１７年 ２１８，０７０ ５，５０７
２．５％

４９，２０２
２２．６％

１５９，８７２
７３．３％

平成２２年 ２２０，３２１ ４，０７１
１．８％

４９，４５９
２２．４％

１５５，３０４
７０．５％

（単位：人）

出典：国勢調査（全体には分類不能の産業も含まれるため、各産業分類の合計と一致しない）
※平成１２年の人口は、旧大分市、旧佐賀関町、旧野津原町の合計

（２）産業構造の動向
本市における産業別就業者人口は、平成２２年で第１次産業１．８％、第２次産業２２．４％、第３次産
業７０．５％となっています。今市地区においては、第１次産業３４．７％、第２次産業１２．６％、第３次
産業４５．０％と第１次産業の割合が突出しており、米、野菜、椎茸の栽培及び肉用牛の飼育を中
心とする農林業が今市地区の基幹産業となっています。
一方で、今市地区においても市内中心部の商工業発展の影響を大きく受け、昭和４０年以降、
第１次産業従事者は減少の一途（昭和４０年６４７人⇒平成２２年９１人）を辿っています。

産業別就業人口の動向
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年度 総土地
面積

今市地区

耕地面積
林野面積

田 畑 樹園地

平成１７年 ３，８５８ １１９
３．１％

９０
２．３％

２８
０．７％

１
０．０％

３，２２１
８３．５％

平成２２年 ３，８８２ １０９
２．８％

８１
２．１％

２７
０．７％

１
０．０％

３，２２１
８３．０％

平成２７年 ３，９４４ ９４
２．４％

７７
２．０％

１７
０．４％

０
０．０％

３，２１３
８１．５％

年度 総土地
面積

野津原地区

耕地面積
林野面積

田 畑 樹園地

平成１７年 ９，０７４ ４３３
４．８％

３６５
４．０％

５０
０．６％

１８
０．２％

７，０５２
７７．７％

平成２２年 ９，１１６ ４２７
４．７％

３４７
３．８％

６２
０．７％

１８
０．２％

７，０５１
７７．３％

平成２７年 ９，０９１ ３６３
４．０％

３０５
３．４％

４０
０．４％

１８
０．２％

７，０３３
７７．４％

年度 総土地
面積

市全体

耕地面積
林野面積

田 畑 樹園地

平成１７年 ５０，１１３ ２，２４５
４．５％

１，６３９
３．３％

３９６
０．８％

２１０
０．４％

２５，５８３
５１．１％

平成２２年 ５０，１２８ ２，２５６
４．５％

１，５８４
３．２％

４５２
０．９％

２２０
０．４％

２５，４４７
５０．８％

平成２７年 ５０，２３９ １，９１５
３．８％

１，３８３
２．８％

３６３
０．７％

１６９
０．３％

２５，３８３
５０．５％

（単位：ha）

出典：世界農林業センサス

（３）土地利用の状況
今市地区の平成２７年における土地利用状況は、森林が８１．５％となっており、平坦地の少ない
特殊条件下に置かれているため、土地利用には必然的に制約が生じています。一方、耕地は
２．４％と減少傾向にあります。

土地利用の状況
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区分 平成２２年度 平成２７年度

歳入総額A １６４，６４０，９２９ １６９，８０８，３８２

一般財源 ９５，０５５，３２７ ９９，２１０，６９６

国庫支出金 ２８，７２８，６９７ ３２，２１１，８５９

県支出金 ７，６４７，１８７ １０，３５５，２７２

地方債 １７，８０３，２５２ １２，５３５，６００

その他 １５，４０６，４６６ １５，４９４，９５５

歳出総額B １５９，７４４，０９９ １６４，８４８，６２４

義務的経費 ９４，２９４，７８７ ９５，９１６，８５４

投資的経費 ２１，２００，３００ １７，４０４，９２６

うち普通建設事業費 ２１，１９６，８４０ １７，３６４，１３９

その他 ４４，２４９，０１２ ５１，５２６，８４４

歳入歳出差引額C （ A － B ） ４，８９６，８３０ ４，９５９，７５８

翌年度へ繰越すべき財源D ５７８，７０１ ８０９，６７１

実質収支C － D ４，３１８，１２９ ４，１５０，０８７

財政力指数 ０．９１２ ０．８７５

公債費負担比率 １９．４ １６．９

起債制限比率 １３ １０．０

経常収支比率 ９１．９ ８９．２

地方債現在高 １９２，５０８，４３６ １７７，１６２，４３１

（単位：千円、％）

出典：平成２２年度及び平成２７年度の地方財政状況調査

（４）財政の状況
本市の財政規模（歳入額）は、平成２２年度の約１，６４６億円から平成２７年度の約１，６９８億円へと
増加しているものの、今後は生産年齢人口の減少により歳入の根幹をなす市税の大幅な増収は
期待できず、歳出面では、高齢化の進展により、社会保障関連経費にかかる支出の増加が想定
されます。また、老朽化が進んでいる公共施設などの維持管理や更新に要する費用の増加にも
留意する必要があります。
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Ⅱ 現状と課題

１．今市地区における山村振興施策

今市地区は、昭和４７年度に振興山村の指定を受け、翌年度に第一期山村振興計画、昭和５２年
度に第二期山村振興計画、昭和５９年度に第三期山村振興計画を大分県が策定し、今市地区を含
めた市町村合併後の平成１９年度には大分市として山村振興計画を策定するなか、計画に基づく
交通網・情報網の整備、農林業の生産基盤の整備、社会生活環境の整備や広域的な地域交流の
促進などを中心とした各種施策を講じてきました。
これらの施策により、産業基盤や生活環境の整備が進み、市内他地域との生産・生活条件の
格差の縮小に貢献するとともに、都市住民との交流を通じて地域活性化が図られるなど一定の
成果を挙げてきました。しかしながら、依然として人口の減少に歯止めがかからず、高齢化が
進行しています。

２．今市地区における課題

（１）社会基盤の整備及び維持管理
今市地区の社会基盤整備は、道路網の整備や簡易水道の普及等により、これまで一定の成果
を挙げていますが、若年層の定住促進などのためには、引き続き社会基盤の整備及び維持管理
に努める必要があります。また、地域住民にとって重要な公共交通機関であるバスは、自家用
車での通勤者の増加や通学する児童、生徒の減少により路線の維持や運行本数の確保が難しく
なってきており、地域住民の交通手段の確保等によって生活の利便性を維持向上していくこと
が必要です。

（２）農林業の振興及び農地・森林の保全
今市地区における農業は、経営耕地面積が１ha 未満の農家が６０％を超えており、小区画の農
地が散在するなど効率性が悪く、農作業の負担が大きくなっています。林業においては、森林
の所有規模が小規模かつ分散的で、大規模な林業経営は少ない状況となっており、木材価格の
低迷により採算性が悪化し、生産活動の低迷を招いています。
その結果、農林業の生産活動を通じて発揮される国土や自然環境、良好な景観の保全や、伝
統文化の継承といった山村の有する多面的機能が十分に発揮できないことが危惧される状況に
あります。
このような状況から、農業では農業生産基盤の整備を行い、担い手への農地の集約を図るこ
とや多様な人材を確保するための対策が求められています。また、林業では林業事業体の経営
基盤強化や森林組合等と連携を図った施策展開が必要です。
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大分川ダム（ななせダム）完成イメージ図

（３）地域活力の維持向上
今市地区は、本市の中でも人口減少の
スピードが特に早く、集落やコミュニ
ティの担い手が高齢化しており、集落の
維持や買い物等の日常生活が困難になり
つつあります。さらに、今市地区におい
ては、すべての自治区の人口が１００人未
満であるため自治区単独での活動が難し
くなってきており、今後は校区単位で地
域コミュニティを維持する方法も考えて
いかなければならない状況です。
こうしたなか、大分川ダム（ななせダム）の完成が平成３１年に控えています。大分川ダム（な
なせダム）は都市部と農山村の交流の促進や産業経済等の地域振興においても重要な拠点とな
ることから、ダム周辺の整備と観光拠点としての活用が必要となります。
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Ⅲ 振興の基本方針

大分市では、福祉や防災対策など市民に身近な施策の充実をはじめ、地域の活力維持や地域
コミュニティの活性化、効率的な行政運営を図り、新たな時代に相応しい本市を創造するた
め、大分市総合計画「おおいた創造ビジョン２０２４」を策定し、６つの基本的な政策（①市民福
祉の向上、②教育・文化の振興、③防災安全の確保、④産業の振興、⑤都市基盤の形成、⑥環
境の保全）を掲げ、それに沿った各種施策を実施しています。
特に、今市地区においては、豊かな自然環境と大分川ダム（ななせダム）を生かした農林業
の振興や観光・レクリエーション資源の開発を図り、魅力あふれる都心近郊地域として、いや
しの場を提供する市民等の交流拠点となることが期待されています。
こうしたことから、以下の基本方針に従い、今市地区の地域振興を図っていくこととしま
す。

１．持続可能な農林業の振興

優良農地の担い手への集積をはじめとする効率的な経営基盤の整備と安全・安心で魅力あふ
れる農林産物の生産により、農業者の所得向上と競争力のある産地の育成を図ります。また、
森林が有する資源や多面的機能が維持、発揮できるよう、森林の利用と保全とのバランスを取
りながら、森林の整備や保全を計画的に行います。

２．安心して暮らせる社会基盤の整備

日常生活での快適性・利便性の向上を図り、誰もが将来にわたって住み慣れた地域で安心し
て暮らせる持続可能な魅力ある地域づくりを進めます。また、災害から人命や財産を守るた
め、ハード整備とソフト対策が一体となった減災に向けた取組を推進します。

３．都市との交流を促進する体制づくり

今市地区が有する地域資源の魅力の再発見に努めるとともに、それらを活用した観光・レク
リエーション資源の開発を図り、人と自然が調和した、うるおいとやすらぎのある新たな観
光・レクリエーションの場を創出することで都市との交流を促進し、地域の活性化につなげま
す。
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Ⅳ 振興施策

１．交通施策

（１）道路網の整備
今市地区では、大分川ダム水源地域整備計画に基づく道路の整備を進めていますが、地形が
複雑で、集落間も遠いなどの地理的要因から整備が遅れており、継続的に道路網を整備する必
要があります。
道路網の整備については次の取組を進めます。
・大分川ダム水源地域整備計画に基づく道路の整備や地元の要望に基づいた国道、県道の整
備を関係機関へ働きかけます。
・集落相互の生活交通を確保するため、地元と協議を行いながら市道の整備を進めます。

（２）交通手段の確保

ふれあい交通運行事業

今市地区では、路線バスが主な公共交通機関と
なっています。高齢者や通学、通勤者などの交通の
利便性を確保するため、地域の公共交通機関である
バス路線の維持と運行本数の確保、さらには、路線
バス以外の交通手段の確保が求められています。
交通手段の確保については次の取組を進めます。
・路線バスの定期運行の確保等を関係機関に働き
かけます。
・地域住民の交通手段の確保に取り組むととも
に、利用者の利便性の向上に努めます。

２．情報通信施策

情報通信基盤を整備することは情報化社会への対応に加え、産業の活性化と地域への定住
化、さらには災害時の通信手段として役立つものですが、今市地区においては、地理的要因か
ら高速インターネットの整備が遅れています。
情報通信施策については次の取組を進めます。
・情報通信基盤の整備や利用を促進し、情報格差の是正に努めます。
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３．産業基盤施策

（１）農道、林道の維持管理
集落が山間に散在する今市地区では、農道や林道は、農林産物の流通の効率化や農地や山林
を適正に維持管理していくうえで重要な施設であるとともに、集落同士を結ぶなど生活道路と
しての機能も併せ持つことから、適切な維持管理が必要です。
農道、林道の維持管理については次の取組を進めます。
・農道、林道の適切な維持管理を行うことにより、その機能を確保します。

（２）生産基盤の整備
今市地区の基幹産業である農林業については農業所得が低迷しているため、所得の向上につ
ながる農作物の栽培の促進と優良農地の確保、さらには、地域の主要産品である椎茸の生産拡
大が求められています。

特産品の椎茸

生産基盤の整備については次の取組を進めます。
・ビニールハウスなどの施設整備の促進を図ります。
・農地の集約化に努めます。
・椎茸の生産基盤の整備を促進します。

４．経営近代化施策

（１）農業の振興
今市地区の農業に関しては、冷涼な気候条件への対応、担い手不足の解消、経営コストの低
減や農業経営の効率化といった課題に加え、環境にやさしい農業の展開が課題となっており、
こうした課題への対応が必要となっています。
農業の振興については次の取組を進めます。
・農地の高度利用と農業所得の向上を目指します。
・集落営農組織や経営感覚を持った企業的農家の育成に努めます。
・畜産業については、放牧等の活用により省力化や生産コストの軽減を支援します。
・家畜排泄物の適正処理や減農薬・減化学肥料栽培など、環境負荷の少ない農業を促進しま
す。

（２）林業の振興
長期にわたる木材価格の低迷や森林所有者の高齢化等により、林業経営は依然として厳しい
状況が続いています。豊かな森林資源の活用と国土保全などの多面的機能の発揮を図るために
は、林業事業体の経営基盤強化など持続的に森林整備を行うことができる体制づくりが必要で
す。また、林業経営の安定化に向け、生産基盤と供給体制の整備や木質バイオマスの利用など
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木材の需要拡大を図ります。

木質バイオマスとして利用
される未利用材

林業の振興については次の取組を進めます。
・森林組合等と連携しながら、森林の整備を進め、効
率的な林業生産活動を促進します。

５．地域資源の活用に係る施策

所得と雇用の増大を通じて今市地区の活性化を図るためには、地域が有する豊かな自然や歴
史・文化などの様々な資源を発掘し、これを保全・活用した地域産業づくりの促進が必要で
す。
地域資源の活用に係る施策については次の取組を進めます。
・地域資源を活用した新たな商品開発や魅力づくりを支援します。
・地域農林産物を活用する農林産物等販売業の経営支援を行います。

６．文教施策

（１）学校教育環境の整備
平成３０年４月には「大分市立小中学校適正配置基本計画」及び「野津原中学校区適正配置実
施計画」に基づき、野津原東部小学校及び野津原中部小学校、野津原西部小学校の３小学校の
統合が予定されています。将来にわたって豊かな人間性や社会性をはぐくむことができるよ
う、子どもたちの学びを支える教育環境の充実に努めます。
学校教育環境の整備については次の取組を進めます。
・３小学校の統合に伴い、小中一貫教育のさらなる充実を図ります。
・統合に伴う通学支援として、現在の通学支援に加え、スクールバス等の運行についても検
討します。

（２）生涯学習社会の形成と社会教育の推進
社会の大きな変容に伴い、人は心の豊かさを求めるようになり、生涯学習のニーズが高まっ
ています。そうした学習ニーズに適切な対応を図ることが必要です。
生涯学習社会の形成と社会教育の推進については次の取組を進めます。
・自治公民館等、社会教育施設における活動内容の充実を図り、生涯学習の振興と社会教育
の推進を図るとともに施設の整備を進めます。
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（３）文化財の保存と継承
今市地区には、国指定重要文化財「後藤家住宅」、県指定史跡「参勤交代道路」、市指定有形
文化財「丸山八幡神社楼門」などの貴重な文化財と、「白家神楽」「獅子舞」などの古くから伝
わる民俗芸能があります。これらを保存し、さらに活用することが必要です。
文化財の保存と継承については次の取組を進めます。
・文化財の保存や、民俗芸能の伝承を通じて郷土の歴史、文化への正しい理解を促進すると
ともに、地域の活性化や魅力ある地域づくりの推進を図ります。

７．社会、生活環境施策

（１）保健予防活動の強化と健康づくり
生涯を通じて健康で快適な生活を送ることができるように、保健・福祉・医療などとの連携
を図りながら、住民が予防接種や検診を受けやすい受診体制を構築する必要があります。
保健予防活動の強化と健康づくりについては次の取組を進めます。
・保健予防活動を強化します。
・今市健康増進センターを活用し、健康づくりに努めます。

（２）消防施設の整備及び地域防災力の強化
少子高齢化及び人口減少の進展に伴い、消防団員の減少など地域の消防力の低下が懸念され
ており、台風や大雨による大規模災害等の発生に対する防災体制の充実強化が必要となってい
ます。
消防施設の整備及び地域防災力の強化については次の取組を進めます。
・自主防災組織等の防災体制の充実を図ります。
・消防施設や車両の整備等を推進します。
・消防団員確保に向けた取組を進めます。

（３）生活環境の整備
ア、水道
今市地区には、上水道及び地区営の給水施設があり、特に南部については、地区の共同井戸
等もあります。衛生的な生活環境の維持のために適正な維持管理に努めていく必要があります。
水道の整備については次の取組を進めます。
・水道施設の適切な維持管理を行うことで、安全・安心な水の安定供給に努めます。
・給水施設の適正管理を促進します。

－１３－



イ、生活排水
快適な生活環境の確保のため、生活排水の適正処理を進める必要があります。また、現在建
設中の大分川ダム（ななせダム）の上流域である今市地区は、本市の水源地域でもあることか
ら、河川の水質保全を図る必要があります。
生活排水の整備については次の取組を進めます。
・浄化槽の普及促進に努めます。

ウ、環境衛生
生活環境の変化や少子高齢化の進展に伴い、管理不全な状態で放置された老朽危険空き家等
により、地震・台風等における倒壊や建築材の飛散などが危惧されており、対策が必要です。
また、山間部での廃棄物の不法投棄が依然として見受けられており、不法投棄に対する監視を
継続する必要があります。
環境衛生の整備については次の取組を進めます。
・老朽危険空き家等の除却を促進し、地域住民の生活環境の改善を図ります。
・産業廃棄物の不法投棄や不適正処理の監視指導の徹底により、適正処理を確保して環境の
保全に努めます。

（４）公共施設の跡地利用

旧今市小学校

適正配置による学校統合のほか、耐震性や老朽化等の
問題から用途廃止となる公共施設については、地域活性
化や地域コミュニティの確保の観点から、最適な活用方
法を検討する必要があります。
公共施設の跡地利用については次の取組を進めます。
・地域と協議するなか、旧今市小学校跡地をはじめと
する公有財産の有効活用を図ります。

８．高齢者福祉施策

今市地区の高齢化率は５６．３％（平成２７年国勢調査）と非常に高くなっています。高齢者が健
康で安心して暮らせる環境づくりと保健・福祉・医療の連携に重点を置いた保健福祉施策を推
進する必要があります。
高齢者福祉施策については次の取組を進めます。
・高齢者が住み慣れた地域でその有する能力に応じて自立した日常生活を営むことができる
よう、「地域包括ケアシステム」の構築を目指します。
・地域ボランティア組織や老人クラブ等、関係機関との連携のもと、生きがいと健康づくり
のため、小地域福祉ネットワークの拡充に努めます。
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９．集落機能維持施策

人口減少、高齢化の進展等により、地域やコミュニティの担い手が不足してきており、集落
機能の低下及び集落の維持が困難になりつつあります。今市地区内に散見される空き家の活用
とあわせて移住者支援等受け入れ態勢を強化し、移住・定住を促進する必要があります。
集落機能維持施策については次の取組を進めます。
・集落機能を維持するための取組を支援します。
・都市部からのUIJ ターン希望者の受け入れ促進のため、移住・定住者用の住宅整備に空
き家を活用して移住・定住者の拡大を図ります。
・多様な担い手の受け入れを支援し、育成を推進します。

１０．国土保全施策

今市地区は急峻な地形と崩壊しやすい土壌に加えて、梅雨時期や台風時における降水量も多
く、災害の発生しやすい地域であり、管理放棄による森林の多面的機能の低下も見られること
から、対応が求められています。
国土保全施策については次の取組を進めます。
・土砂災害が発生した箇所や危険性の高い土砂災害危険箇所等への砂防、地すべり防止、急
傾斜地崩壊防止などの対策を関係機関に働きかけます。
・今市地区に２２箇所存在する土砂災害危険箇所において、土砂災害防止法による土砂災害警
戒区域が指定された際に、土砂災害警戒区域等の範囲や避難場所、避難経路及び避難方向
等を示す土砂災害ハザードマップを作成・配布します。
・老朽化等により災害発生の危険性の高いため池の計画的な整備を関係機関に働きかけま
す。

１１．交流施策

森林セラピーロード（平成森林公園）

農林業体験や自然体験に対する都市住民の関心の
高まりから、都市と農山村との交流も増加していま
す。地域の自然や景観、食材、伝統文化、さらに
は、建設中の大分川ダム（ななせダム）などの地域
資源を観光やレクリエーションに生かすことで、今
市地区での就業機会の確保や所得の向上、交流人口
の一層の増大につながることが期待されています。
交流施策については次の取組を進めます。
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・都市との交流促進のため、体験プログラムの開発等を進めます。
・地域外との交流や地域おこし協力隊の活用による積極的な情報発信、大分川ダム（ななせ
ダム）や森林セラピー等の豊かな地域資源の活用と発掘などを通じて、活力ある地域づく
りに向けた交流人口の拡大を図ります。

１２．森林、農用地等の保全施策

石合地区の棚田

水源涵養機能など森林や農用地等の公益的機能
は、森林の荒廃や耕作放棄地の増加により低下して
います。これらの機能を維持するためには、農山村
の活力維持が不可欠です。
森林、農用地等の保全施策については次の取組を
進めます。
・地域における森林や農地の管理体制を強化し、
自ら管理できない森林や農地については森林組
合や集落営農組織等と連携しながら、適切な管
理体制づくりに努めます。
・農地や農業用水利施設などの適正な管理を支援します。

１３．担い手施策

少子高齢化に伴う人口減少により担い手が減少しています。農林産物の供給、国土の保全、
自然環境の保全等重要な役割を担っている農山村の活力維持のため、担い手の確保、育成が求
められています。
担い手施策については次の取組を進めます。
・認定農業者などの確保・育成をはじめ、集落営農組織の育成に取り組みます。
・新規就農希望者への就農支援を行います。
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Ⅴ 産業振興施策促進事項の有無

Ⅵ 他の地域振興等に関する計画、施策等との関連

１４．鳥獣被害防止施策

設置された防護柵

イノシシをはじめとする野生鳥獣による農林業被
害が今市地区においても深刻な問題となっていま
す。自然環境との共生にも配慮しながら被害の減少
に向け、地域ぐるみで取り組む必要があります。
鳥獣被害防止施策については次の取組を進めま
す。
・防護柵の設置等による予防対策を推進します。
・イノシシ等を寄せつけないための環境整備対策
を推進します。
・銃やわな等による捕獲対策を推進します。

記載なし

今市地区に関しては、合併建設計画や過疎地域自立促進計画において旧野津原町を含めた地
域の振興策を定め、その振興を図ってきたところであり、併せて、大分川ダム水源地域整備計
画において水源地域としての活性策を定め、地域の振興に努めているところでもあります。
こうした既存の計画とも整合を図りながら、さらに振興山村地域として本計画を策定し、今
市地区の振興を図ってまいります。

－１７－



参 考 資 料

都道府県名 市町村名 作成年度

大分県 大分市 平成２８年度

振興山村名 旧野津原町（今市村）

指定番号 第１２１８号

施策区分 事業名 事業
主体名

概算事業量
（Ｈ２９年度～
Ｈ３６年度）

概算事業費
（Ｈ２９年度～
Ｈ３６年度）

備考

１．交通施策 ①国道４４２号道路改良
事業 大分県 L＝２６０ｍ １５０，０００

②ふれあい交通運行事
業 大分市 ２ルート ８，８３２

（年間１，１０４）
槢・
高沢

小 計 １５８，８３２

２．情報通信施策 ③ブロードバンド環境
調査事業 ※１ 大分市 調査一式 １８，０００

小 計 １８，０００

３．産業基盤施策 ④一般農道「芦瀬線」
草刈事業 大分市

年間
L＝５，５４０
４，７０６㎡

６，４００
（年間８００）

⑤林道沿線下刈事業
※１ 大分市 年間４２路線

１施設
１４４，０３２

（年間１８，００４）

⑥中山間総合整備事業
（荷小野水路） 大分県 L＝１，０４０ｍ ７６，８００

⑦特産果樹産地育成事
業 ※１ 大分市 苗木購入補助等 １０，４００

（年間１，３００）

⑧椎茸ほだ木造成緊急
支援事業 ※１ 大分市

種駒数
１，２８０万個
ほだ木数
６４万本

１２，８００
（年間１，６００）

⑨椎茸産地活性化対策
事業 ※１ 大分市 散水施設等整備 １７，４２５

小 計 ２６７，８５７

（単位：千円）

Ⅰ．振興事業の概算事業量及び概算事業費

－１８－



４．経営近代化施策 ⑩園芸振興総合対策事
業 ※１ 大分市 栽培施設等整備 １，０６９，４３２

（年間１３３，６７９）

⑪農業金融対策事業
※１ 大分市 資金活用者数

年間１０人
９６０，０００

（年間１２０，０００）

⑫畜産ヘルパー活用推
進事業（和牛） ※１ 大分市 年間１５１回 ２，８００

（年間３５０）

⑬優良家畜導入事業
（肉用牛） ※１ 大分市 年間２１頭 １３，９２０

（年間１，７４０）

⑭資源循環型農業推進
事業 ※１

大分市

優良堆肥の自家
生産助成
年間１件

発酵促進剤等の
購入費助成
年間８件

７，８６４
（年間９８３）

⑮森林資源利用促進対
策事業 ※１ 大分市 作業道の開設・

改良１８，４００ｍ等
３９，２８０

（年間４，９１０）

⑯間伐総合対策事業
※１ 大分市 間伐年間３０ha ９，７８７

（年間１，２２３）

小 計 ２，１０３，０８３

５．地域資源の活
用に係る施策

⑰おおいた産品創出・
魅力発信事業 ※１ 大分市 開発商品数

４０商品 ２１９，７０４

⑱地産地消推進事業
※１ 大分市

サポーター
登録者数
３，２００人

４５，３４５

小 計 ２６５，０４９

６．文教施設 ⑲就学援助事業
（遠距離通学補助金） 大分市 補助対象となる

児童生徒
２，６１６

（年間３２７）

⑳公民館類似施設整備
事業 大分市 １２ヶ所 －

㉑国指定後藤家住宅運
営等補助事業 大分市 １ヶ所 ２，４８８

（年間３１１）

㉒おおいた地域伝統文
化応援事業 ※１ 大分市 年間１０団体 ３２，０００

（年間４，０００）

小 計 ３７，１０４

７．社会、生活環
境施策

㉓今市健康増進セン
ター事業 大分市 １ヶ所 ７，２００

（年間９００）

㉔消防施設整備事業 大分市 ２ヶ所 ６，３００

㉕浄化槽設置費補助事
業 ※１ 大分市 年間２６基

※２
３８，９９７
※２

㉖老朽危険空き家等除
却促進事業 ※１ 大分市 ８５件

※３
１０９，０００
※３
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㉗不法投棄監視パト
ロール事業 ※１ 大分市 出動班数

年間５００班
１３６，４３２

（年間１７，０５４）

小 計 ２９７，９２９

９．集落機能維持
施策

㉘住宅等ストック対策
推進事業 ※１ 大分市 年間３０件

※３ ０

㉙移住者居住支援事業
※１ 大分市 年間１３件 １９２，０００

（年間２４，０００）

㉚移住者就労促進事業
※１ 大分市 年間７５件 ３５，１４４

（年間４，３９３）

㉛頑張る集落たすくる
隊事業 大分市 １０自治会 ４，８００

（年間６００）

小 計 ２３１，９４４

１０．国土保全施策 32急傾斜地崩壊対策事
業 ※１ 大分県 ６４箇所

（年間８箇所） ２９９，２００

33土砂災害ハザードマッ
プ整備事業 ※１ 大分市 マップ作成一式 １９０，０００

小 計 ４８９，２００

１１．交流施策 34都市・農山魚村交流
活動支援事業 ※１ 大分市 年間１０団体 ６，７１２

（年間８３９）

35援農かっせ隊活動推
進事業 ※１ 大分市 援農実施延人数

年間５００人
７６８

（年間９８）

36今市石畳まつり 大分市 年間１回 ５，９９２
（年間７４９）

37森林セラピー魅力創
出事業 大分市 年間５回 １，６００

（年間２００）

小 計 １５，０７２

１２．森林、農用
地等の保全
施策

38中山間地域等直接支
払事業 大分市 ５集落 ６２，０３２

（年間７，７５４）

小 計 ６２，０３２

１３．担い手施策 39集落営農推進事業 大分市 担い手の確保・
育成 ０

40担い手育成支援事業 大分市 １組織 １，７６０
（年間２２０）

41新たな担い手経営開
始等育成支援事業
※１

大分市 生産基盤整備外 ３６６，５００

42ファーマーズカレッ
ジ事業 ※１ 大分市 研修・新規就農

給付 ２９３，４０８

小 計 ６６１，６６８

－２０－



１４．鳥獣被害防
止施策

43鳥獣被害防護柵設置
事業 ※１ 大分市

イノシシ用、
イノシシ・シカ
併用防護柵

８４，７０４
（年間１０，５８８）

44有害鳥獣捕獲事業
※１ 大分市

捕獲頭数
年間２，１００頭
延べ出動人数
年間９，７００人

４０４，２４０
（年間５０，５３０）

小 計 ４８８，９４４

合 計 ５，０９６，７１４

※１は、事業対象区域が大分市全域のもの。
※２は、平成２９年度から３１年度の期間の数値。
※３は、平成２９年度から３３年度の期間の数値。
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１．交通施策 ① 国道４４２号道路改良事業

② ふれあい交通運行事業

Ⅱ．振興事業説明図
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３．産業基盤施策 ④ 一般農道「芦瀬線」草刈事業

⑤ 林道沿線下刈事業

⑥ 中山間総合整備事業（荷小野水路）

－２３－



６．文教施設 ㉑ 国指定後藤家住宅運営等補助事業

７．社会、生活環境施策 ㉓ 今市健康増進センター事業

㉔ 消防施設整備事業

１１．交流施策 36 今市石畳まつり

37 森林セラピー魅力創出事業

※掲載のない事業は、大分市全域（または指定地域）を対象とする。

－２４－



 

今市地区における市道、農道、林道図
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凡　例

一級路線

二級路線

その他路線
その他未供用

認定路線

国県道
県道

国道

主線起点

主線終点

枝線終点

農道

林道

起終点

凡　例

一級路線

二級路線

その他路線

その他未供用

認定路線

国県道

県道

国道

主線起点

主線終点

枝線終点

農道

林道

起終点起終点

11
9

①
管理番号 市道名
６ 練ケ迫線
８６ 湛水線
９２ 栗灰線
１１５ 今市町線
１１６ 下町線
１１９ 摺線
１２０ 摺上線
１２１ 裏羽原線
１２３ 柿木線
１２４ 丹生山線
１５６ 丹生山支線

管理番号 林道名
６９ 摺・栗灰線

②
管理番号 市道名
１５ 片草線
１０７ 石合原線
１０８ 白家線
１０９ 上白家線
１１０ 下白家線
１１１ 柳井水線
１１２ 柳井水支線
１１３ 馬走山線
１１４ 若杉線
１１７ 上町線
１１８ 長井野線
１２２ 跡貝須郷線
１２５ 上石合線
１３７ 分水口線
１３８ 上石合天祖神社線
１４０ 石合今市支線
１６１ 長井野２号線

①②
管理番号 農道
－ 一般農道 芦瀬線

－２６－



18
8

189

13

95

13

18
8

97

14

101

104

102

103

106

1655

14

153

158

100 171

13
6

182

98

72

68

99

75

130

70

16
0

166

15
9

135

14
1

15
5

116

11
5

117

凡　例

一級路線

二級路線

その他路線
その他未供用

認定路線

国県道
県道

国道

主線起点

主線終点

枝線終点

農道
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凡　例

一級路線

二級路線

その他路線

その他未供用

認定路線

国県道

県道

国道

主線起点

主線終点

枝線終点

農道

林道

起終点起終点

管理番号 市道名 管理番号 市道名 管理番号 市道名
５ 石合今市線 １０４ 中園線 １５５ 上ノ園線
１３ 尾原線 １０６ 高岩支線 １５８ 高沢南線
１４ 高沢小原線 １１５ 今市町線 １５９ 貴船線
９５ 尾原支線 １１６ 下町線 １６０ 椚上ノ園線
９７ 荷小野宮ノ下線 １１７ 上町線 １６５ 山峰線
９８ 四辻線 １３０ 小原広見線 １６６ 公民館上線
９９ 室園線 １３５ 椚線 １７１ 高沢小原支線
１００ 高沢柚ノ木線 １３６ 高沢熊野神社線 １８２ 高沢小原第二支線
１０１ 日向線 １４１ 椚２号線 １８８ 荷小野線
１０２ 上園線 １５３ 高沢西線 １８９ 荷小野支線
１０３ 石合線

管理番号 林道名 管理番号 林道名
６８ 尺間線 ７２ 小原線
７０ 向山線 ７５ 室園線
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①今市庭園

②消防団車庫詰所今市町部

③消防団車庫詰所石合部

⑥今市健康増進センター（今市連絡所）④消防団車庫詰所今市みなみ部 ⑤のつはる少年自然の家

⑦今市和牛登録検査場 ⑧消防団車庫詰所上石合部

今市地区における公共施設配置図
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今市石畳まつり

参勤交代かご乗り体験

岡倉こども神楽

八千本の竹灯篭の明かり



和牛の放牧

椎茸ほだ場

七瀬川に注ぐ清流

ギャラリー



大分市山村振興計画
（今市地区）
平成２９年３月

発行：大分市企画部 企画課
〒８７０―８５０４
大分市荷揚町２番３１号

TEL：０９７―５３７―５６０３
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